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論文　打込み 型枠 FRC 薄板を用 い た鉄筋 コ ン クリー ト部材の 力学的

　　　　性状 に 関する研究
　　　　　　　　　　　　　　 高実子　光

’ 1 ・槇谷 　栄 次
t2

要 旨 ： FRC 板 を 用 い たRC 部材の
一

部を 切 り出 した 要 素部材 に 関 し て 引張 ・純 曲 げ実験

を行い 、 FRC 板 を用 い た 複合部材 に お い て の FRC 板の 合成効果及 び付着性状 を調べ る 。

こ れ に 基 づ い て FRC 板を用 い た RC 梁部材の 曲げ終局強度 に 関す る評価式 の 提案を行 う。

そ の 結果 、 複合部材 に おい て 底面に あ るFRC 板は 初期剛性に 、側 面 に あるFRC 板は 鉄筋

降伏前後 の 剛性、靭性の 向上に 大 き く寄与 して い る ことが認め られた 。 また 評価式 にお

い て は、今後 幅広 く適 用 しさらに 適 合性を 高め る こ とが 必要で あ る と考えて い る 。

キ ーワ ー ド ： 打込み型枠板、複合部材 、 試験方法、合成効果 、 曲げ終局モ ーメ ン ト、山率

　1． は じめに

　型枠 プ レ キ ャ ス ト工 法の 普及に よ り、 打込み型枠板等の 需要 は 増加 して お り、各社か ら様 々 な

もの が 製品化 され て い る 。 また 、 打込 み型枠 板を用い たRC 部材の 実験研究 も数 多 く行 われ て お

り、
1咋年度行われた打込 み型 枠板（以 下、FRC 板 と略す ）を用い た鉄筋 コ ン ク リー ト部材、梁 ・柱

・壁部材の 実験
d ’

に お い て 、FRC 板 と躯体 との
一

体性、　FRC 板を用い た複合部材の 剛性 、 強度 、

破壊性状に つ い て の 研究を行い 、そ の 結果 、 FRC 板は
一体性が あ り、剛性、強度の 向上に 寄与す

る こ とが 確認さ れた 。 しか し、 現在 FRC板に対 す る需要は 増加 して い る もの の 、　FRC 板そ の もの

の 強度 、剛性 、破 壊性状に つ い て の 実験研究はあ ま り行 われ て お らず 、 それを評価す る試験 方法

の 確立が待 たれ て い る 。

　本研 究は 、 昨年度の 実験研 究を踏 まえ 、部材の 一部を切り出 した 要素部材に 関 して 引張 ・純山

げ実験を行 い 、 FRC 板を 用 い た複合部材 に お い て FRC 板 が剛性 、 強度の 向上 に 寄与す る こ とを再

度確 認 し 、 FRC板 の 合成 効果 及び 付 着 性状を調 べ る こ とを 口的 と し、こ の 実 験 資料 に基づ い て

FRC 外殻RC 梁の 曲げ 強度に 関す る評 価式 の 提案 を行 う。

　Z 　FRC 板

　図一1に FRC 板の断面形状 を示す 。
　FRC板は 、 主 原材料 と して 無機結合材 ・繊維質添加剤（ゼ ロァペ

ース）・増粘 材 ・水 を使用 し、押出成形に よ り製造 されて い る 。 本研究で使用す るFRC板は 、　A タイ

プ、B タイプの 2種類と し、
　Aタイ プは 平板部が 8mm 、 リブ部が 12mm 、 リブ幅が 50mm で 、　B タイ

プは リブ幅 の みA タイ プ と異 な り36m〃n で 角が 面取 りさ　　　　50　　〃 　　〃 　　〃 　　50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N 　广
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「
れ て製作 されて い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9 口≡匚 ＝ 掣 ：コ＝ コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Q 自

　3． 実験概 要

　3．1　 試験 体

　表一1に 試験体一覧 を示 し、図 一2に 試験体形状 図 を示

す 。 試験体 は 、引 張実験（Tシ1丿一ズ ）、曲げ実験（M シリーズ）

毒

　 　 　 　 　 Aタ イ プ

Tw w36
　　　 一吊

需
図 一1FRC 板の 断面形状 （単位 ：閲の

共に 、 打込 み 型枠 板工 法に よ りFRC 板を 使用 して 躯体 コ ン ク リー トと
一体化 させ た 複合部材が

＊ 1　   熊谷組 （正 会員） ＊ 2　関束学院大学教授　工 学部建築学科、工 博 （正 会員）
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そ れ ぞ
表一1 試験体一覧

試験 体名
型 枠 使用

　 有 無

試駿体寸法リブ幅

1 π 7刷

型枠

使用 面 a 伽 副 加   1
使用鉄筋

径・種類
TRC 無 一 一

燗

τ 4体

IPF、

lPFシリ

ズ ）、

TPF −A書 50 底而
2go144

τPF −A2 50 側 噸 216128D19SD295A
τPF−B1 有

36 底而 200 亅44
TPF −82 36 側 而 216128

鼠験体名
型砕使用

　有無

リブ帽

‘π湖 ，

試験体寸法型枠

使用面 副 mm ， 占伽 励 clmm ，

使用 鉄筋

径 ・
種類

MRC 無 一 一
跚 醒

MPF −A1一冖 50 厩而
2ρ0396

”

MP 卜 A2一 50 側而 216388 ． 麒
D19SD295

▲MPF 一臼1
打

跖 底而 刎 3∬ 刀

MPF −82 距 側 而 215388 餌

　　　Tシリーズ　　　　　　 ・（単位 ：罔旧）

甞 響騨

囈 讐鱒
　　　　 図

一2 試験体形状 図

在来 型枠板工 法に よ り製作す る比較 用の RC 部材

が、それぞれ・体（mc 、　MRC ）の 歸 卜、。体であ る 。

　 E
A 、 Bは FRC板 の タ イ プ 。 そ の 後

の 数値はFRC 板の 使 用箇所 を示 し、

1は 底 面 の み ・ 2は側 面の み に 配 し 加

た もの で あ る 。 表 一2に コ ン ク リ

ー
ト試験 結 果を 示 し、表 一3に 鉄

筋 引 張 試験 結 果を示 す 。 また 引張、

曲げ試験体共に 試験 体中央部に 応　　　　　　　　　8

力 を集 中させ 、 ひ び割れ を発生 さ

せ る た めに 、中央部の
　　　　　　　　　　　　　　　表

一2 コ ン ク IJ一 卜試験結果
鉄 筋 （D19 ）の 両 端 に

D22 − SD390を 圧 接する。

　32 　加力及び

　　　計測計画　　　　　　　　　表一3 鉄筋引張 試験結 果

　引張試験体 の 試験方　

法 は 、 図 一3に 示 す よ

加

青1
●

試

験

体

■

呻
O 　　　　　　　　　　　　　　 ビン

ユ

轡琴

　．
ロー　一

　 　
．、　．齟：噛．i！言・．‘

O 　　　　　　　　 t9

　　　　ロ
ーψ

セ舮

　　　　　 ルジ

　　　　　曹
　 　　 　 ロー　喟

1

　　　　　　　　　　　　加力方向

図
一3 加力装置図 （左 ：引張実験X右 ：曲げ実験）

駄験 体名 縢囃 裂靨 客｛森鵡齲 簡
MRC ，MPF −A1，B12212 翫8 a31 18
MPF − A2，822141 ユ7 zo ρ 19
Tシリーズ 跚 2＆o ユ14 34

（単位 ：mm ）

（単位 ：mm ）
「粘

うな50ヴ万 能試験機 を用 い て 、 両端の 鉄 筋 （D22）を 引張 り、一
方向　 図

一4 パ イ 型変位計配置 図

単調 載荷 に よ っ て 実 験 を行 う 。 また 、試 験 体の 鉄 筋（D19）を破 断 させ な い た め 、最大荷重 を 12ij
とす る 。 計測方法は 、FRC 板及び コ ン ク リ

ー
ト表而の 中央 部 に 生 じた ひ び割 れ 幅をパ イ 型変 位 計

で測定 し、 鉄 筋（D19）ひず みは 、中央部に 貼 付 した ワ イ ヤ
ー

ス トレ イ ンゲ
ー

ジで 計測す る 。

　曲げ試験体の 試験方法は 、 図一3に示すよ うな門型 の 治 具を使 用 し、50ゲオ イル ジ ャ ッ キを用 い

て 梁の 下端筋を想定 した鉄筋に 引張荷重を与え 、 試験体の 曲げ荷重とする 。 また 引張実験と同様 、

単調載荷 、 最大荷重12ヴとする 。 計測方法 は、図一4に示す よ うに FRC板及び コ ン ク リー
ト表面の

中央部に生 じた ひ び割れ幅をパ イ型 変位計で 測定 し、鉄筋（D19 ）ひず みは 、 中央部に 貼付 した ワ

イヤ
ー

ス トレイ ン ゲー
ジ で 計 測す る 。 　　　　　　　　　 表 一4 引 張 実験結果

一
覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 4． 実 験結果 　　　　　　　　　　　　　

　4．1　 引張実験結果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　引張実 験 結果一覧を 表一4に 示 し、 荷重 一
少 曲

線を図一6に示す 。 初期 ひび 割れ荷重 、降伏荷重及びそれ以 降につ い て 、TRC に 比べ FRC 板を使用
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1丿一ズ の 試

験 体 全 て

が 同 等 又

は そ れ 以

上 の 値 を

示 して い

る 。 そ の

荷 重 一 開

口 変 位 曲

した TPFシ Loed 〈tf）

　 　 　 　 t5

12

9

6

3

00
　　　5 σO　　lgoa 　　t5ao 　　20 σ卩　　2500 　　3ρ00

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Stretn （xto
・s 》

　　 図
一5 荷重

一
ひ ずみ 曲線

線の TRC と TPF シリーズ の 荷重 の 差か らFRC 板引張 応

力を導 き、FRC板 引張応カ
ー

開 口 変位曲線 を図一7

に 示す 。 こ の 図 は 、FRC 板を使用 した複合部材 にお

ける 開口変位に 対 して 、 FRC 板の み にか か る引張応

力度 を示す 図で あ る 。 こ こ で 、 TPFシリ
ーズ の 試験体

全て に おい て 、 開口変 位が 025mm 前後で FRC 板の 最

大引張応力度 を示 して い る こ とが わか る 。

　4．2　曲げ実験結 果

　曲 げ 実 験結 果一覧 を表一5に 示 し、荷重一ひ ず み

曲線 を図 一8 、 荷重
一

開 口 変 位 曲線 を図 一9に 示す 。

初期 ひ び割れ荷重は、MPF シリ
ー
ズ がす ぺ て MRC を上

回 っ て い る 。 特 に 底面に 配 され て

い る1型が 大 きい 。 ま た 、 鉄筋 降

伏 直後の 図一8に 関 して 1型 の 荷重

の 変動 を 見 る と 、 MRC と 同様 に

荷重 が一

時低 下 し

て い る こ

とが わ か

る。こ れ

は 、ひ び

割 れ が

FRC 板 を

貫通 した

た め FRC

Laad （tf）

15

t2

9

6 　

3

oe

Leed （tf》

t5

12

9

6

　
3 　

　
oa
．a　　 　O．2 　　　0．4　　 　0．6　　　 0．8　 　　 乳o

　 　 　 Crack　 Opentng　 DlsplecerTrent （mm ）

　 　 図
一6 荷重一

開 口 変位 曲線

Stress 　（k9 〃 eml ｝

f5e

120

9ρ

6 °

3e　
　
00
．00　　0．25　　ρ．50　　 ρ．75 　　 f，00 　　 7825　　 乳5σ

　 　 　 　 Crack 　 Oρ8 π’ng ρ’spleeement （mm ）

図
一7FRC 板 引張 応カー開 ロ 変 位 曲線 ．

表 一5 曲げ 実験結果一覧

試験体名 初罌鮴
れ E

辮 蝿
び

縦 莞
最
崙
’重 竪舮 气斎翻

MRC ヱ7 艮6 θ．46z52
MPF −A1 眠3 z σ 訊o 0581 ．73
MPF −B1z3 z3 且4 皿 oo ．62536
MPF −A252 砌 皿8 α35 乳ρ7

MPFB266 靦6 1α3 α355LO9

5000　　　 10000 　　　 fsoeo 　　　2aOOO
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Stra’n （xto

・s）

図
一8 荷重

一
ひ ず み 曲線

乙08d （‘の

∬5

12

9

5

3

e
ρ．O　　　　 O．5 　　　　　t．O　　　　　t．5　　　　　2．O
　 　 　 Crack 　 Open ’ng 　DOSPIacement （mm ）

　　 図 一9 荷 重一
開 ロ変位 曲線

板 の 効果が 無 くな っ たた め と思われる 。 側面 に FRC板を配 した 場 合（2型）

の 鉄筋降伏時は 、 MRC よ りも荷重が 上回 っ て お り、開口変位は下回 っ て

い る 。 ま た 、 鉄 筋降伏直後に 目立 っ た 荷重低下は 見 られな い 。 しか し、

FRC板の ひ び割れ 貫通 前後 か らはMRC と ほぼ 同等の 性 状が 認め られ た 。

　破 壊性 状と して 、 側 面 に A タ イ プの FRC 板 を配 したMPF − A2 に 関 して の
図 一10 ひ び 割 れ性 状 図
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面 に A タ

イ プ の
40 σ

FRC板 を soo

配 　し た
　 　 　 　 200

MPF − A2
　 　 　 　 tOO
に 関 して

ひ び 割れ性 状 図 P ・ sttl ・n 《・m ｝　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 P ・ ・ rtl・ n ・（・ m ）

を図一10に 示す 。

ひ び 割 れ は 、

8，2（ので 中央 ま

でひ び 割れが 進

展 し、 10．0（ヴ）

で ひ び割 れが貫

通 した 。 これは 、

　 　 　 　 　 　 　 　
乳 σ

　　　　叺 8　　　　e．6　　　　σ・4　　　　0・2　　　　σ・σ　　　　
．0・1　　　’50 　　　　，2σ　　　　90 　　　　　69 　　　　　30　　　　　0 　　　　　曹3σ

他試 験体 も同様 　　　　　　　　　　　　Ol・Placem・ nt　（mm ｝　　　　　　　　　　 Penel 　Stre3s　（kg〃 cmS ）

　　　　　　　　　　 図
一11 ひ び割れ分 布図　　　　　図

一12FRC 板引張応力分 布 図
な傾 向を示 して

い る 。 側 Mement （tf’cm ）　　　　　　　　　　　　 Moment （tt・cm ）

　 　 　 　 500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 500

　　　　　　 　4・・

の 、パ イ

型変位計

か ら得 た

ひ び割れ

σ

σ　　　「0σ　　 20 口　　3eo 　　 4口σ　　 50e 　　 6σ0　　7σ0　　 800

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Curvature （CM
−1）

　　図
一13FRC 板の 曲げモー〃 トと

　　　　　 曲率 の 閼 係

分布 図を図一11に 、 図一7 と図 一11か ら導 い た FRC板

引張応 力分布 図 を図 一12 に 示 す 。 初 期 ひび 割 れ 時 に

は FRC 板 の 引張応力度は 引 張 側 縁 で 最大 と な る が 、

鉄 筋 降伏 に 近 付 くに つ れ最大 引張応力度位置は圧縮

側 に 近付い て い く。こ れは 、他試験体に つ い て も同

様 に 見 られ る 。

　 FRC板の 曲げモ ー
メ ン トと山率の 関係 を 、図一13

に 、 FRC板 と引 張鉄筋 を累 加 した曲 げ モ
ー

メ ン トと

曲率 の 関 係 を 図 一14に 示す 。 さ ら に 、 図一15に 複合

部材 に お け るFRC 板 と引張 鉄 筋 の モ
ー

メ ン トの 割合

を、それぞ れ初期ひび割れ時、鉄筋降伏時に つ い て

30a

200

tOO

00
　　100　200 　300 　400 　500 　500 ．700 　800

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ctirveture （cnr り

図
一14FRC 板 と引張鉄筋 を累 加 した

　　　　呻げ モ
ーPt　’1　十と 曲率 の 関 係

割含 （％）

100ee5e4e2

σ

　 　 MPF ・』 1　 M ρ F −9t　MPF − 2　MFFr 卩2
劉 合 〔％ ，
　 　 　 　 9，7　 　 　 7．6
，σσ

ea6e402e

區羹翌圃

匿 FRCfi

口 1 張餓筋

甌 囹

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ntPF−A 　　MPF ．ei　MPF −A2　MFF −s2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 ：
一
　15 複合部材に お け る

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　 FRC板 と引 張 鉄筋の 割合

示 す 。 MPF − Al、　 B1は 、　FRC 板が 引 張側縁 に 1枚 の みの 配置なの で 、　FRC板の ひ び割れ 貫通 時に

曲げモ ーメン トの 最大を迎え 、 そ の 直後に 急減 し以 後最 大 荷重 ま で ほ ぼ 一定値で 推移 して い る 。

MPF − A2 、　 B2は 、側面 に FRC板を配 して お り 、 引張側 か ら圧 縮側 に至 る全面 をFRC板が 覆 っ て い

る の で 、 引張側縁 に ひ び割れが生 じて もモ ー
メ ン トの 低下 は起 こ らず 、 鉄筋降伏まで増加 し、 降

伏 と 同時 に 滑 らか に 低下 して い る 。 割 合を見 て も、FRC 板 を 底 面 の み に 配 した場合 の 試験 体

MPF − A1、　B1 で は、初亀裂発 生時の FRC 板 の モ
ー

メ ン トの 割 合が 、降伏 時よ りも大幅に 高 い
。 ま

た、初亀裂発生 時の 側面 の み に 配 した 場合の 試験体 MPF − A2 、
　B2と比 べ て も高 くな っ て い る 。

FRC板 を側面 の み に配 した場 合の 試験体MPF − A2 、
　B2で は 、

’
FRC板 にか かる引張応力 が引張側 か
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ら次第に圧縮側に 移動 して い き、それに 沿 っ て ひび 割れが進むの で 、 初亀裂発生時か ら降伏時 に

至 るま で モ
ー

メ ン トは 増加 して お り、大編に モ ーメ ン トの 値は大 きい 。

　4．3 考察

　以 上か ら、FRC板 を用 い た複合部材は 、　RC に 比べ 剛性、強度が 高 く、 FRC 板が 剛性 、 強度 の 向

上 に寄与す る こ とが確認 され た 。 また、FRC板を底面 に 配 した場 合は初其胴 姓 の 向上 に 寄与 する

こ とが わか り、 FRC 板を側面 に 配 した 場合は 鉄筋降伏前後の 剛性 、 靭性の 向上に 寄与 して い る こ

とが 認め られ た 。 こ れ に よ りFRC板を 側 ・麿薩両方に 配 した場合は 、 部材の 弾 ・塑牲全域に おい

て剛性 、 靭性が 高まる もの と思 われ るが 、 今後の 課題 と して 、 側 ・底 面 に FRC板を配 した試験 体

で 実験す る必要が あ ると考え て い る 。

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 一一中立軸

　5． 曲げ終局強度評価 式 の 提案

　打込 み 型枠 板工 法 に よ り躯体 コ ン ク リー トと

一体化 され た複合 部材、FRC外殻RC梁の 曲 げ

終局 モ
ー

メ ン トを評 価 す るため 、  式の よ うに

仮定を行 う。

Mcr　t 　McrR＋McrFi＋ McrFa
　　　　　　　　　　　　 ・一  
McrR ＝ 0．9 ・at 。σy ・ d

一
　

一

瑠
k

　 　 　旨ロ　　　ロウ ロ　−　ロ

　　　：

　　　…
一

　FRC 外殻RC梁の 曲げ終局 モ
ーメ ン ト（Mcr）

は 、 略算式に よ る RC 梁の 曲げ終局モ ーメ ン

ト（McrR）、底面の み に mc 板を配 した 場合

の 曲 げ終周 モ
ー

メ ン ト（McrF，）、側 面 の み

に FRC 板 を配 した場 合 の 曲げ 終 局 モ
ー

メ ン

t
引張鉄筋

ド 爺
McrF 　i

r
摯 hξ d

尸一噛 …　一・一．

　中

旧

！；

．1．進 …

σ fl

　　　　　　　　　　　 中立軸　 t

　　　　　　　　　　　盤
　 弓［弓長鉄筋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔rr2

　　　　　　　 McrF 　2

図
一16FRC 板 の みの 曲 げ終 局 モー〃 卜

　　　 （McrF1 ・McrF2）の モテ
’
ル図

ト（McrF ，）を累加 した もの 与 え られ る 。
こ こ で 、　FRC板 の み の 曲げ終局 モ

ー
メ ン トは 引張 応 力 の

み を考慮す る 。 また 、 FRC 板の
．
モ ーメ ン トを  式 の よ うに 仮定 し、モ デル 図 を 図一16に 示す 。 釣

り合 う圧 縮 モ
ー

メ ン トは 、
コ ン クリー トの 圧 縮モ ーメ ン トに 含まれる こ とと仮定す る 。

McrF量 ＝ f・b ・
σ fl・（D − Xn）

McrF2　累 2t，hf　7　σ 「2
・
」

…　 　  

　こ こ で 、 M 《r は FRC外殻RC粱の 曲げ終局モ ーメ ン ト（  ヂ
・
cm ）、　McrRは略算式に よる曲げ終局

モ
ー

メ ン ト（  か cm ）、　 McrF，は FRC板を 底面の みに 配 した場合の FRC板の み の 山げ終局 モ
ー

メ ン

ト（  9・cm ）、　McrF ， は FRC板 を側面の みに 配置 した場合の FRC 板の み の 曲げ終局 モ ーメ ン ト（kgf

・
　cm ）、　a　tは 引張鉄筋の 断面積（Ctn　

2
）、 σ yは 引張鉄筋の 降伏強度（i9／／etn　

2
）、　dは梁の 有効せ い （翩 ）、

tは FRC 板の 等価断 耐 高（cm ）、　 bは梁 幅（Ctn ）、　D は梁せ い （Ctn）、　 xn は圧 縮側縁 か ら中 立軸 ま で の 顕

離（em ）、　 hfは引張側縁か ら中立軸 まで の 距離（cm ）、
　 a　f， 、 σ f2は引張鉄 筋降伏畴の FRC板の 等 1亟

引張応力（i9／Ctn　
2
）、 」は応 力 中心 距離 （圧 縮 応力 の 中心 と 引張 応 力の 中心 と の 距 離）（cnt）で あ る 。

しか し、 1に つ い て はFRC板の 圧 縮応 力を考慮に入 れない の で 、　jは 引張応力の 中心 か ら中立軸 ま

で の 距 離 とす る。 こ こ で 、 FRC 板の み の 曲げ終局 モ ーメ ン ト（McrF，
・McrF2 ）をFRC板の 材料物

性で表現す るた め 、 次頁（  式の 上 の 括弧内）の よ うな仮定 を行 う。

　こ こ で 、 de は FRC板の 圧縮強度（ Stcm　
2
）、

　 D は梁せ い （cm ）で ある 。 α 、 β 、 γ 、 ρ は係 数で
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〔謡 1：漂
’ 』

窄タ：ε
M ，， ＝ （ag ・a ド σ y ・ d）＋ （α 1

・
ρ

・t・b ・D ・侃 〉

　　＋ （α 。
・β ・

γ
・2t・D ・ ・伍 ）

D − Xn 噐 ρ
・ D

】
一 ・ 

あ り、本 研 究 の 曲げ実験結 果 か ら算 定す る 。 そ の 結 果を下記 に 示 し、それを代入 したFRC 外殻

RC 梁の 曲げ終局 モ ーメ ン ト式 をAタイプ 、
　B タイプに 分けて   式 に 示す 。 こ れをFRC 板外殻RC梁

の 曲げ終局 モ
ーメ ン ト式と して 提案 し、 曲げ実験 との 比較を函一17に 示す 。 全試験体共 に ± 20驚に

収ま っ て お り、 係 数の 妥当性が 証明され た と思 わ れ る。

Aタ イプ［矚：恥 ：1：：：β

刑 ・タ ィブ［織 轆
β

州
M 。，（A タ ィ ブ）＝ O．9 ・　a ，

・
　 Uy ・ d ＋ 萱・D ・偏 ・（1．13 ・b ＋ 3，16・D ）

M 、，（Bタ ィブ ）＝ O．9 ・
。 ，・・　 ay ・d ＋ t・D ・偏 ・（0．92 ・b ＋ 2．90… D ）

…　 　  

　  式を昨年に実験が 行わ れた鉄 筋 コ ン ク リー
ト梁 部材

（ 1 ’

（G − CF ： 在来型枠板工 法 に よ る梁部

材）（G − PF ： 型 枠 プ レ キ ャ ス ト工 法に よ りFRC 板を使用 した梁部材）に 適用 した と こ ろ、図一18に

示す ように 、 既存の 略算 式 よ りも近 似値を得た こ とを 報告す る 。 しか し、今後 幅広 くこ の 評価式

を型枠Pca工 法に よ る部材 に 適罵 し、さ らに 適合牲を高めるこ とが 必要で あると考 えて い る。

i 　ま とめ

・FRC 板 を 用 い た 複

合 部 材 に お い て 、

開 口 変位 が 0．25彿 物

前 後 で FRC板 の み

の 引 張 応力度 が最

大 を 示 し て い る こ

　とがわ か っ た 。

実験値 （tf’c 仞 ）

2卯

t59lOO50
▲ MPF ・Al

△ MPF 。8i

■ MPF ・A2

QMPF ・82

9　　50　　tgO　　f5e　2eo　理 論健　（tf儚cm ）

図
一17 曲 げ 実 験 試 験体 の

　　　 実 験 値 と理 論値の 比較

実験値 （tの
　 fig

　 　 　 ● 　 G・CFso40

　 0 　G・PF

3920f9

　 ゆ　刃 20304e 　 so　 5e　 理論値 （tS）
図 一18 実大 梁実験 試験体 の

　　　 実験値 と理 論 値の 比較

・FRC 板を用い た複合部材は 、　 RC に 比べ 剛性、強度 が高く、 FRC板が 剛性、強度の 向上 に寄与す

る こ とが確認 さ れた
。

・FRC 板を底面に配 した 場合は 初期 岡性の 向上 に 寄与す るこ とが わ か り、 FRC 板を側面に配 した

場合は鉄筋降伏前後の 剛性、靭性の 向上に 寄与 して い る こ とが認め られた 。

・FRC 板を側 ・底面両方に 配 した場合は 、 部材の 弾 ・塑性全域で剛性、靭性が高まる もの と思わ れ

　るが 、今後の 課題 と して側 ・底面にFRC板を配 した試 験体で 実験 す る必 要があ ると考え て いる 。

・実験結 果か ら導 い た評価式 を 、 今後幅広 く様 々 な 部材 に 適用 し 、 さ ら に 適 合性を高め るこ とが

必要で ある と考 えて い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 t
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